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令
和
二
年
春
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
札
幌
保
護
観
察
所
か
ら
転
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
初
め
て
北

海
道
を
離
れ
て
の
青
森
勤
務
と
な

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
青
森
県
の
更
生
保
護
女
性
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

„
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“
の

推
進
な
ど
地
域
に
お
け
る
諸
活
動

の
ほ
か
、
矯
正
施
設
や
更
生
保
護

施
設
入
所
者
等
に
対
す
る
支
援
な

ど
、
更
生
保
護
の
様
々
な
活
動
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
長
い

冬
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、
桜
の
咲

更
生
保
護

　
女
性
会
員
の
皆
様
へ

青
森
保
護
観
察
所
　
所
長

木
村
　
敏
章
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今
年
度
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ポ
ス
タ
ー

村元さんが藍綬褒章受賞 （令和元年11月2日　東奥日報より）

く
こ
の
時
期
は
い
つ
も
嬉
し
い
は

ず
な
の
で
す
が
、
そ
の
嬉
し
さ
が

不
安
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
は
ま

ず
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
の
た
め
に
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
、
三
つ
の
密
を
避
け
る
な

ど
の
対
策
を
責
任
も
っ
て
行
い
、

一
日
も
早
く
こ
の
事
態
を
収
束
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
で
第
70
回
を
迎
え
ま
し
た

„
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
に

つ
い
て
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

7
月
の
強
調
月
間
中
の
街
頭
啓
発

な
ど
の
接
触
型
の
広
報
活
動
は
、

原
則
と
し
て
中
止
ま
た
は
延
期
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
護
観

察
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
さ

ん
の
豊
か
な
発
想
力
を
お
借
り
し

て
工
夫
し
た
新
た
な
啓
発
活
動
な

ど
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
青
森
県
に
お
い
て
も
地

方
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
る
予
定
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
更
生
保
護
に
お
い
て
豊
富
な

経
験
の
あ
る
更
生
保
護
女
性
会
の

活
動
が
地
域
か
ら
、
さ
ら
に
期
待

さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
地
域
を
編
ん
で
巻
き
込
ん
で
、

い
き
い
き
と
、
女
性
な
ら
で
は
の

「
あ
た
た
か
く
・
し
な
や
か
な
」

視
点
か
ら
の
活
動
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
な
お
、
感
染
拡
大
の
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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だ
れ
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
37
年
8

月
、
青
森
県
更
生
保
護
女
性
連

盟
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
私
達
は
「
こ
の
世
の
中
で
、

必
要
で
な
い
人
間
は
一
人
も
い

な
い
。
人
間
は
必
ず
立
ち
直
り

が
出
来
る
」
と
、
先
人
の
方
の

熱
き
教
え
を
胸
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
更
生
保
護
は
、
心
な
ら

ず
も
非
行
、
犯
罪
に
陥
っ
た
人

が
再
び
社
会
の
一
員
と
し
て
、

立
ち
直
り
を
助
け
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。
そ
し
て
「
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
に
よ
っ
て
」
多
く
の

人
が
立
ち
直
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
変
動
す
る
社
会
の
中

で
、
更
女
会
員
が
、
地
域
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、
次
代
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

し
、
被
害
者
を
出
さ
な
い
。
加

害
者
を
出
さ
な
い
。
更
生
保
護

と
も
に
歩
む

青
森
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

神
　
　
和
子

会
　
長

大
鰐
地
区
更
生
保
護
女
性
会

水
木
　
ト
ミ
子

会
　
長

令
和
元
年
９
月
21
日
、
青
森
県
更

生
保
護
女
性
連
盟
、
主
管
・
大
鰐

町
更
生
保
護
女
性
会
で
、
大
鰐
町

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

第
52
回
「
秋
の
集
い
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
御
来
賓
の
方
々
に
は
御
多
忙
の

所
御
出
席
を
賜
り
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
県
内
各
地
区
会
員
が

集
い
、
地
区
で
功
績
の
あ
っ
た
会

員
を
顕
彰
し
、
会
員
の
意
識
向
上

に
も
繋
げ
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。

　
御
来
賓
の
方
々
よ
り
貴
重
な
御

言
葉
を
頂
戴
し
、
会
員
一
同
更
に

会
発
展
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
青
森
保
護
観
察
所
長
、
本
平
先

生
に
御
講
話
を
お
願
い
し
て
、「
講

話
と
音
楽
」
の
絶
妙
で
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
に
あ
き
る
事
な
く
会
員
皆

耳
を
傾
け
て
聞
き
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。
最
後
に
予
期
せ
ぬ
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
若
い
所
長
さ
ん
か
ら
花
束

を
頂
戴
し
胸
が
ド
キ
ド
キ
。
他
の

二
人
も
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
少
人
数
で
つ
く
り
あ
げ
た
「
秋

社
会
の
土
壌
づ
く
り
に
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

令和元年7月「みんなのつどい」　踊り　愛をみんなで

第
52
回
青
森
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
　
「
秋
の
集
い
」
を
開
催
し
て
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日
本
更
生
保
護
女
性
会
員

　
　
　
　
中
央
研
修
に
参
加
し
て

日
本
更
生
保
護
女
性
会
員

　
　
　
　
中
央
研
修
に
参
加
し
て

八
戸
地
区
更
生
保
護
女
性
会
　
副
会
長

久
慈
　
芳
子

中央研修風景（日本更生保護女性連盟ホームページより）

　
研
修
テ
ー
マ
は
「
地
域
を
編

む
」
で
し
た
。

　
地
域
で
の
支
え
合
い
〈
新
し
い

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
〉
に
つ

い
て
講
義
、
討
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

◆
何
故
、
地
域
社
会
の
人
々
の
協

　
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

◆
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
の
つ
な

　
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

　
の
だ
ろ
う

◆
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
向

　
け
て
「
更
生
保
護
女
性
会
」
に

　
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

◆
皆
様
が
現
在
、
困
っ
て
お
ら
れ

　
る
「
活
動
資
金
（
お
金
）
」
は

　
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う

　
標
記
の
課
題
に
基
づ
き
四
つ
の

視
点
か
ら
の
講
義
が
あ
り
討
議
い

た
し
ま
し
た
。

1
．
住
民
が
「
主
体
」
と
な
っ
て

　
　
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
に
取
り
組
む
意
味

2
．
地
域
の「
つ
な
が
り
」の
方
法

　
　
つ
な
が
る
契
機
と
仕
掛
け
が

　
　
あ
っ
て
初
め
て
つ
な
が
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
、
見
守
り
、
支

　
　
え
合
い
・
居
場
所

3
．
更
生
保
護
女
性
会
の
可
能
性

　
　
と
今
後

4
．
取
り
組
み
を
進
め
る
課
題
は

　
　
活
動
の
財
源
確
保

　
（
1
）
更
女
の
活
動
を
阻
む
も

　
　
　
の
、
会
員
確
保
問
題
等

　
（
2
）
財
源
確
保
の
実
態
資
金

　
　
　
造
成
活
動
等

　
（
3
）
財
源
確
保
の
方
法

　
　
　
第
一
に
活
動
の
見
直
し
等

　
等
々
、
様
々
な
視
点
観
点
か
ら

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
こ
れ

か
ら
活
用
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
研
修
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
準

備
、
対
応
進
行
か
ら
も
学
ぶ
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
講
義
討
議

で
移
動
す
る
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が

変
わ
り
全
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
達

と
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、

自
己
紹
介
し
な
が
ら
楽
し
い
も
の

で
し
た
。

の
集
い
」
で
し
た
が
、
地
区
会
員

の
皆
様
に
は
喜
ん
で
頂
け
た
で
し

ょ
う
か
。
若
い
会
員
に
は
い
ろ
い

ろ
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
更
女

会
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

　
こ
れ
か
ら
又
行
政
、
地
域
、
会

員
が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
に
貢
献
出
来

る
様
に
務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

テ
ー
マ
　
地
域
で
の
支
え
合
い

「
新
し
い
地
域
の
」
つ
な
が
り
づ
く
り

　
令
和
元
年
10
月
23
日
か
ら
24
日

迄
の
2
日
間
、
東
京
都
市
ヶ
谷
の

私
学
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本

更
生
保
護
女
性
連
盟
の
中
央
研
修

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

更生保護女性会員の
キャラクター
「オコジョさん」です。
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令
和
元
年
9
月
12
日
〜
13
日
、
岩

手
県
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
」
で
、会
員
1
0
4
名
の
参

加
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
東
北
地
方
更
生
保
護
女

性
連
盟
会
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
千
葉
会
長

の
御
講
話
に
続
き
、
研
修
討
議
に
は

い
り
ま
し
た
。

　
主
題
は
、
「
地
域
か
ら
、
よ
り
頼

ら
れ
る
更
生
保
護
女
性
会
を
目
指
し

て
」
で
、
4
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

討
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
第
3
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
副
題
と
し
て
、
「
更
生
保
護

女
性
会
綱
領
等
の
再
確
認
を
踏
ま
え

た
、
会
員
の
意
欲
向
上
や
識
見
を
深

め
る
た
め
の
効
果
的
な
研
鑽
、
活
動

東北地方研修会　「来年は青森で待ってるはんでの～!!」

実
践
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
」
で
し

た
。
ま
と
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
で
集
い
の
場
を
広
め
、
犯
罪
や

非
行
少
年
の
道
を
歩
ま
な
い
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
員
の
意
欲
向
上
や
識
見
を
深

め
る
た
め
の
効
果
的
な
研
鑽
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
二
日
目
は
、「
地
域
と
の
連
携
、
協

働
活
動
推
進
地
区
」
の
活
動
報
告
と
、

「
子
育
て
支
援
モ
デ
ル
指
定
地
区
」

の
活
動
報
告
が
あ
り
、
各
地
区
の
活

発
な
活
動
発
表
に
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、「
更

生
保
護
女
性
会
綱
領
」
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
、こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
や
少
年
犯
罪
防
止
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
更
生
保
護
女
性
会
新

会
員
研
修
が
青
森
保
護
観
察
所
に
お

い
て
10
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
青
森
保
護
観
察
所
の
杉

野
森
企
画
調
整
課
長
を
お
迎
え
し
、

県
内
各
地
区
か
ら
研
修
に
参
加
さ
れ

た
新
会
員
に
「
更
生
保
護
制
度
」
に

つ
い
て
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
更
生
保
護
の
し
く
み
や
目
的
・
機

能
の
ほ
か
具
体
的
な
内
容
の
説
明
な

新
会
員
研
修
に
参
加
し
て

新
会
員
研
修
に
参
加
し
て

青
森
地
区
更
生
保
護
女
性
会

柴
谷
　
春
子

東
北
研
修
に
参
加
し
て

五
戸
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
長
　
三
浦
　
智
子

令
和
元
年
度
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

地
域
か
ら
、よ
り
頼
ら
れ
る
更
生
保
護

女
性
会
を
目
指
し
て

講
演
「
新
会
員
に
期
待
す
る
も
の
」

　
　
「
更
生
保
護
女
性
会
に
期
待
す
る
も
の
」

講
義
「
更
生
保
護
制
度
に
つ
い
て
」

ど
、
新
会
員
に
向
け
て
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
あ
ら
た
め
て
地
域
と
寄
り

添
う
更
生
保
護
女
性
会
で
あ
り
た
い

更生保護ネットワーク

人はみな、
生かされて
生きてゆく。

平成 11年 10 月〈更生保護
50周年〉に生まれました。
「生」の文字をモチーフとした
もので木々の芽が伸びていく
ように今をそして未来を生き
ていく様を表現したものです
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黒
石
地
区
更
生
保
護
女
性
会

・
地
区
総
会

・
社
明
運
動
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
（
夜
店
会
場
）

・
社
明
運
動
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
（
市
内
各
中
学
校
）

・
市
中
部
地
区
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

・
り
ん
ご
ま
つ
り
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
2
日
間

・
地
区
新
年
会

・
市
民
福
祉
大
会
（
手
伝
い
協
力
）

・
役
員
会
（
年
3
回
）

シリーズ
地区活動

黒石地区
令和元年度の活動　

木
村
　
ま
ゆ
み

会
長

　
年
2
回
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
収
益
は
、
活
動
費

の
一
部
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
年
間
行
事
の
中
で
最
も
地

域
の
方
や
、
会
員
同
士
の
交
流
が
深
ま
る
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
方
の
中
に
は
、
毎
年
顔
を
出
し
て

く
れ
る
人
も
多
く
な
り
、
こ
れ
が
更
女
会
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　
年
々
、
会
員
の
減
少
が
あ
り
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
地
区
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
い
い
案
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
12
月
12
日

東
奥
日
報
紙
面
よ
り

トピックス

と
感
じ
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
「
新
会
員
に
期
待
す

る
も
の
」
「
更
生
保
護
女
性
会
に
期

待
す
る
も
の
」
と
題
し
て
青
森
県
更

生
保
護
女
性
連
盟
の
神
和
子
会
長
と

十
和
田
地
区
の
石
田
美
津
子
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
含
め
た
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
新
会
員
研
修
は
更
生
保

護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
た
く
さ

ん
の
立
ち
直
り
支
援
に
協
力
し
な
が

ら
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ
お
手
伝
い
と

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
更
生
保
護
女
性
会
の
支
援

活
動
に
幅
広
く
参
加
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。



第45号（6）更女会だより令和2年4月30日

令和元年度　受賞者名簿
　　　　おめでとうございます
（
大
　
鰐
）
阿
　
部
　
サ
　
ワ

（
青
　
森
）
福
　
士
　
幾
　
子

（
青
　
森
）
松
　
浦
　
睦
　
子

（
青
　
森
）
野
　
澤
　
絹
　
枝

（
大
　
鰐
）
芳
　
賀
　
雅
　
子

（
青
　
森
）
山
　
口
　
正
　
子

（
弘
　
前
）
吉
　
本
　
睦
　
子

（
八
　
戸
）
名
久
井
　
玲
　
子

（
三
　
戸
）
新
井
山
　
美
智
子

（
む
　
つ
）
関
　
　
　
歌
　
子

（
青
　
森
）
塩
　
原
　
誓
　
子

（
弘
　
前
）
野
　
呂
　
秋
　
江

（
六
　
戸
）
鈴
　
木
　
愛
　
子

（
三
　
沢
）
柏
　
崎
　
美
　
江

（
黒
　
石
）
木
　
村
　
ま
ゆ
み

日
本
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

法
務
大
臣
感
謝
状

東
北
地
方
更
生
保
護

委
員
会
委
員
長
表
彰

（
大
　
鰐
）
百
　
澤
　
則
　
子

（
青
　
森
）
福
　
士
　
幾
　
子

（
青
　
森
）
小
　
原
　
千
鶴
子

（
青
　
森
）
須
　
田
　
智
　
子

（
弘
　
前
）
宮
　
崎
　
春
　
子

（
五
所
川
原
）
福
　
士
　
節
　
子

（
五
所
川
原
）
其
　
田
　
正
　
子

（
五
所
川
原
）
和
　
島
　
由
美
子

（
五
所
川
原
）
泉
　
谷
　
初
　
枝

（
八
　
戸
）
木
　
下
　
今
　
子

（
八
　
戸
）
片
　
山
　
和
　
子

（
黒
　
石
）
谷
　
　
　
雪
　
子

（
三
　
戸
）
竹
　
鼻
　
頂
　
子

（
七
　
戸
）
冨
　
田
　
シ
ズ
ヱ

（
十
和
田
）
大
　
沢
　
政
　
子

（
む
　
つ
）
木
　
村
　
郁
　
子

（
む
　
つ
）
工
　
藤
　
寿
　
子

（
お
い
ら
せ
町

）
小
　
向
　
き
　
わ

（
中
泊
町
）
伏
　
見
　
ユ
キ
エ

（
平
　
川
）
三
　
浦
　
千
恵
子

（
平
　
川
）
福
　
士
　
智
　
子

青
森
県
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

（
大
　
鰐
）
成
　
田
　
さ
な
え

（
青
　
森
）
正
　
木
　
良
　
子

（
青
　
森
）
須
　
藤
　
一
　
子

（
青
　
森
）
田
　
村
　
ト
モ
子

（
弘
　
前
）
対
　
馬
　
明
　
代

（
五
所
川
原
）
須
　
藤
　
棲
　
子

（
五
所
川
原
）
木
　
村
　
玲
　
子

（
五
所
川
原
）
山
　
内
　
信
　
子

（
五
所
川
原
）
重
　
石
　
恵
江
子

（
五
所
川
原
）
伝
法
谷
　
誠
　
子

（
八
　
戸
）
工
　
藤
　
成
美
子

（
八
　
戸
）
北
　
城
　
和
　
恵

（
黒
　
石
）
佐
　
藤
　
稲
　
子

（
三
　
戸
）
伏
　
見
　
し
げ
子

（
七
　
戸
）
立
　
石
　
敏
　
子

（
十
和
田
）
笠
　
石
　
ミ
　
キ

（
む
・
つ
）
佐
　
渡
　
秀
　
子

（
む
　
つ
）
猪
　
口
　
み
　
よ

（
お
い
ら
せ
町

）
北
　
向
　
く
み
子

（
中
泊
町
）
大
　
川
　
久
美
子

（
野
辺
地
）
吉
　
原
　
久
美
子

（
三
　
沢
）
鈴
　
木
　
祐
　
子

（
東
北
町
）
田
　
中
　
洋
　
子

（
東
北
町
）
沼
　
山
　
ア
イ
子

（
五
　
戸
）
岡
　
村
　
み
さ
を

（
板
　
柳
）
三
　
戸
　
玲
　
子

（
つ
が
る
市
）
村
　
上
　
和
　
子

（
鶴
　
田
）
斎
　
藤
　
秀
　
子

（
鶴
　
田
）
渋
　
谷
　
美
穂
子

（
六
　
戸
）
滝
　
沢
　
京
　
子

（
六
　
戸
）
田
　
中
　
眞
智
子

青
森
保
護
観
察
所
長

感
謝
状

東
北
地
方
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

（
野
辺
地
）
野
　
坂
　
幸
　
子

（
三
　
沢
）
佐
々
木
　
則
　
子

（
東
北
町
）
原
　
子
　
ス
ワ
子

（
五
　
戸
）
大
久
保
　
な
　
か

（
板
　
柳
）
泉
　
　
　
精
　
子

（
つ
が
る
市
）
岡
　
田
　
良
　
子

（
鶴
　
田
）
工
　
藤
　
悦
　
子

（
鶴
　
田
）
三
　
国
　
恵
　
子

（
六
　
戸
）
中
　
村
　
し
づ
ゑ

（
六
　
戸
）
下
　
林
　
貞
　
子

（
弘
　
前
）
工
　
藤
　
フ
ヂ
ヱ

（
五
所
川
原
）
岩
　
谷
　
信
　
子

（
五
所
川
原
）
木
　
村
　
紀
　
子

（
八
　
戸
）
橋
　
場
　
て
る
子

（
八
　
戸
）
古
　
里
　
ミ
　
ヤ

（
黒
　
石
）
泉
　
　
　
ノ
　
リ

（
三
　
戸
）
加
　
藤
　
恭
　
子

（
七
　
戸
）
工
　
藤
　
敦
　
子

（
十
和
田
）
小
　
林
　
千
　
恵

（
む
　
つ
）
舘
　
岡
　
不
二
子

（
む
　
つ
）
橋
　
本
　
秀
　
子

（
お
い
ら
せ
町

）
倉
　
内
　
敏
　
枝

（
中
泊
町
）
吉
　
田
　
ハ
　
ナ

（
平
　
川
）
杉
　
沢
　
あ
け
み

（
野
辺
地
）
楠
　
　
　
ま
さ
子

（
三
　
沢
）
月
　
舘
　
充
　
子

（
東
北
町
）
乙
　
崎
　
啓
　
子

（
五
　
戸
）
佐
々
木
　
ひ
　
さ

（
板
　
柳
）
大
　
屋
　
和
　
香

（
つ
が
る
市
）
平
　
川
　
光
　
子

（
鶴
　
田
）
斎
　
藤
　
と
み
江

（
鶴
　
田
）
桜
　
井
　
タ
　
キ

（
六
　
戸
）
杉
　
山
　
智
　
子

（
六
　
戸
）
円
　
子
　
千
鶴
子



（7）第45号 更女会だより 令和2年4月30日

　
人
間
は
、
誰
も
が
き
っ
と
心
に
闇
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
毎

日
至
る
所
で
目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
悲

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
る
。
実

際
に
犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た
人
は
心

に
様
々
な
大
き
な
闇
を
背
負
っ
て
し
ま
っ
た

人
が
多
い
そ
う
だ
。
そ
し
て
私
自
身
も
そ
ち

ら
側
へ
行
っ
て
し
ま
う
一
歩
手
前
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
五
歳
か
ら
始
め
た
習
い
事
で
あ
る
空
手
を

や
め
た
い
と
思
い
始
め
た
の
は
小
学
六
年
生

の
頃
だ
っ
た
。
そ
こ
で
の
人
間
関
係
が
あ
ま

り
う
ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
い
じ
め
と
は
い

わ
な
く
と
も
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

あ
っ
た
。
他
に
も
あ
っ
た
習
い
事
に
対
す
る

ス
ト
レ
ス
は
誰
に
も
言
え
ず
、
中
学
1
年
生

に
な
る
頃
に
は
私
の
心
は
限
界
を
迎
え
て
い

た
。
自
分
を
傷
つ
け
、
さ
ら
に
は
殺
伐
と
し

た
思
考
を
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
も
し
か

す
る
と
私
も
犯
罪
に
手
を
染
め
る
こ
と
で
日

頃
の
鬱
憤
を
晴
ら
し
た
り
苦
し
い
現
状
か
ら

逃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の

だ
。

　
そ
れ
で
も
私
が
綺
麗
な
手
の
ま
ま
で
今
日

を
生
き
て
い
る
の
は
、
周
り
の
人
達
が
「
見

て
見
ぬ
ふ
り
」
を
せ
ず
に
真
剣
に
私
の
話
を

青森県更生保護女性連盟会長賞「さくら賞」
受彰作品

第69回社会を明るくする運動
作文コンテスト

手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
人
に

平
川
市
立

平
賀
西
中
学
校

３
年

（
こ
が
わ
　
さ
や
）

古
川
　
紗
椰

聞
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

　
初
め
に
私
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て
く
れ
た

の
は
、
親
友
と
も
呼
べ
る
学
校
の
友
達
だ
っ

た
。
そ
の
友
達
は
私
が
ど
ん
な
に
マ
イ
ナ
ス

な
言
葉
を
口
に
出
し
て
も
決
し
て
否
定
せ

ず
、
少
し
で
も
現
状
が
良
く
な
る
よ
う
に
沢

山
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
、
保
健
室

の
先
生
、
母
と
沢
山
の
人
が
私
を
優
し
く
受

け
止
め
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
う
し
て
私
の
心

は
ど
ん
ど
ん
回
復
し
て
、
中
学
二
年
生
の
冬

に
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
思
い
出
し
た
く
な
い
ほ
ど
荒
ん
で
い
た

三
年
間
だ
っ
た
が
、
そ
の
三
年
間
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
知
れ
た
こ
と
と
、
心
に
決
め
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
辛
い
時
に
少
し
話
を
聞

い
て
く
れ
た
り
、
笑
顔
を
向
け
て
も
ら
え
る

だ
け
で
と
て
も
救
わ
れ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て

心
に
決
め
た
こ
と
は
「
見
て
み
ぬ
ふ
り
は
絶

対
に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
追
い

つ
め
ら
れ
た
と
き
に
、
周
り
の
人
が
見
て
み

ぬ
ふ
り
を
せ
ず
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
話

を
聞
い
て
く
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
心
の
助

け
に
な
る
か
を
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
。
そ

し
て
同
様
に
見
て
み
ぬ
ふ
り
を
さ
れ
た
と
き

の
辛
さ
も
知
っ
て
い
る
。

　
見
て
み
ぬ
ふ
り
は
沢
山
の
犯
罪
の
根
本
的

な
も
の
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
い
じ
め
の
見
て
み
ぬ
ふ
り
、
虐
待
の

見
て
み
ぬ
ふ
り
。
も
っ
と
目
を
こ
ら
す
と
些

細
な
見
て
み
ぬ
ふ
り
が
大
き
く
誰
か
の
心
を

傷
つ
け
、
心
の
闇
を
大
き
く
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
法
に
触
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
見
て
み
ぬ
ふ
り
と
い
う
行

為
を
許
し
、
許
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
お
か
し

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
自
分
じ
ゃ

な
い
」「
関
係
な
い
」
の
声
は
私
の
周
り
の

小
さ
な
社
会
に
も
沢
山
あ
ふ
れ
て
い
る
。

き
っ
と
世
の
中
に
は
も
っ
と
沢
山
の
声
が
あ

ふ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
一
人
で

も
立
ち
止
ま
っ
て
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
少
し
ず
つ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
に
近
付
い
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
私
は
自
分
を
立
ち
直
ら
せ
て
く
れ
た
優
し

さ
を
忘
れ
ず
に
、
今
度
は
私
が
闇
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
人
に
そ
っ
と
手
を
さ
し
の
べ

た
い
と
思
う
。
そ
の
人
が
犯
罪
を
犯
す
こ
と

で
鬱
憤
を
晴
ら
し
た
り
、
辛
い
現
状
か
ら
逃

れ
よ
う
と
し
な
い
よ
う
に
。
こ
れ
が
私
の
小

さ
い
け
れ
ど
大
き
な
社
会
を
明
る
く
す
る
た

め
の
運
動
だ
。



第45号（8）更女会だより令和2年4月30日

令和元年度　県連盟主要事業報告
平成31年4月1日～令和2年3月31日

代
表
　
会
長
　
神
　
　
　
和
　
子

編
集
委
員
　
金
　
谷
　
多
恵
子

　
　
　
　
　
　
塩
　
原
　
誓
　
子

　
　
　
　
　
　
今
　
井
　
百
合
子

「
懸
更
女
会
だ
よ
り
」
第

45
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

活
動
・
研
修
等
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
刻
の
早
い
終
息
を
願

う
と
と
も
に
、
思
い
や
り

の
心
は
大
切
な
の
で
は
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
、
ご
寄
稿

下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

月 日

4

令和
元年

平成
31年

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

12

18

22

22

24

7

9

22～24

29

22

31

4

20

出　席　者 場　　　所行　　　事

十和田地区総会

東北地方更女連盟委員会

三沢地区総会

五所川原地区総会

県更生保護女性連盟理事会

十和田市民文化センター

東北委員会（仙台）

三沢総合社会福祉センター

働く婦人の家

青森保護観察所

副会長　乙供洋子   

会長・副会長（塩原）   

副会長　乙供洋子   

会長   

会長・地区会長・事務局

9

10

10

27

六戸地区総会

おいらせ地区総会

黒石地区総会

県更生保護女性連盟総会

六戸町文化センター

おいらせ町東公民館

黒石市勤労青少年ホーム

アラスカ会館

会長   

副会長　乙供洋子   

会長   

各地区会員 

12

13

日本更生保護女性協議会

日本更生保護女性の集い

法曹会館（束京）

有楽町朝日ホール

会長   

受彰者（5名）

30 県更生保護女性連盟理事会（三役会議） 更生保護会館プラザあすなろ 会長・地区会長・事務局

27 県更生保護女性連盟（三役会議） 更生保護会館プラザあすなろ 会長（5名）

東北地方更生保護女性連盟研修会

第52回秋のつどい

ホテルメトロポリタン盛岡

大鰐町総合福祉センター

県連盟15名

県連盟（23区）600名

全国更生保護70周年記念大会

県更生保護女性連盟（三役会議）

日更女会員研修（中央研修）

県更生保護女性連盟新会員研修

東京国際フォーラム

更生保護会館プラザあすなろ

アルカディア市ヶ谷

青森保護観察所

県連盟5名 

会長（5名）

県更生保護女性連盟研修会 アラスカ会館 （更女）各地区会員

県更生保護女性連盟（三役会議） 更生保護会館プラザあすなろ 会長（6名）

県更生保護女性連盟（三役事務局員）

更生保護各団体研修会議

更生保護会館プラザあすなろ

青森保護観察所

会長（7人） 

会長・事務局長 

県連盟（会計監査） 更生保護会館プラザあすなろ 監事・会計・会長・副会長・事務局長

12～13

21

10

令和2年

あ

と

が

き

県連盟会計監査 更生保護会館プラザあすなろ
監査（3人） 会長

会計（今井） 　塩原・柿﨑7名
3

東北町会長 　乙供洋子

八戸地区副会長 　久慈芳子 

（更女）各地区会員50名


